
 

富山地方鉄道鉄道線の支援に向けた方向性について 

 
 
１ 物価高騰への支援について 

  短期的な支援策として、燃料や資材高騰にかかる支援を実施する。 
  県及び沿線７市町村で、総額約２億円（富山県、沿線自治体で１/２ずつ支援） 

 
２ 持続可能な運行に向けた検討組織について 

  富山地方鉄道鉄道線は、路線（区間）ごとに関わる市町村や抱えている施設（並行区間・

高架・長大橋・駅舎）など課題が異なることから分科会を組織し、スピード感をもって中

長期的な運行のあり方（令和８年度以降の対応）を検討する。 
【本線（上市－宇奈月間）分科会（案）】富山県、滑川市、魚津市、黒部市、上市町、地鉄 
【立山線・不二越上滝線分科会（案）】富山県、富山市、立山町、地鉄 
 

 

【富山地方鉄道鉄道線に対する支援（考え方）】 

 

 

 

 

 

資料１ 

【自治体の考え(支援)】 
既存の「安全性・ 
快適性向上支援」 

と合わせた 
８億円のうち 
５億円を負担 【地鉄の考え(求め)】 

収支差のうち 
５億円を自治体 

で負担 


